
 



肺２大疾患同時検診 

肺がん CT 検診と COPD 検診を一度に行います 

—少しでも喫煙歴のある人は要注意です  肺 2 大疾患同時検診を受けましょうー 

１．肺がん CT 検診	

我が国の肺がんによる死亡数は、毎年 7 万人を超え、大腸がん、乳がん、前立腺がんの合計数を上回って

います。全がん死の 20％を占め、男性では、がん死の第１位です。	

昭和 50 年代の喫煙率が 70％(男性)を超えていた世代の方、そして現在も 2 万人を超える喫煙者の方の多

くが、今後、肺がんに罹患する高危険群です。	

重要なことはタバコをやめること、そして定期的な検診を受けることです。肺がんの５年生存率は 30％

ですが、早期(Ⅰ期)に見つけることが出来れば 77％以上に改善されます。	

大切なことは治せる時期にある肺がんを、治せる大きさで見つけ出すことです。	

肺がん CT 検診はそれが可能です。	

	 ※写真左は進行した肺がんの例です。同右は CT 検診で発見された早

期肺がんの例です。CT 検診では右のような淡く小さな早期の肺がんを

見つけ出すことができます。肺がん CT 検診はどなたでも受けることが

できます。特に咳、痰などが続く方、家族にがん歴のある方、喫煙者の

方（又は同居者が喫煙者）、4０歳以上の方におすすめします。	

当院の CT 検診は、通常の１/10～１/20 の低い被ばく量で検査が行われ

ます。	

	

２．ＣＯＰＤ(	慢性閉塞性肺疾患	)	検診	

ＣＯＰＤは、喫煙により、肺に慢性的な炎症が起きて、気道が狭くなったり、肺胞の壁が破壊されたり

する病気です。代表的な症状は「息切れ」「咳」「痰」。肺の機能が、次第に低下して駅の階段を上るの

も苦しくなり、重症化すると自宅での酸素吸入を余儀なくされてしまいます。世界保健機構（WHO）によれ

ば 2020 年にはＣＯＰＤは世界の死因の第 3 位になるとされています。	

ＣＯＰＤを根本的に治し、もとの健康的な肺に戻す治療法はありません。しかし、少しでも早い段階で

病気に気づき、適切な治療を開始することで、健康状態の悪化と日常生活の障害を防ぐことができます。		

ＣＯＰＤの症状は、ありふれた症状であるため見過ごしてしまいがちで、ＣＯＰＤ発見の遅れにつなが

ります。軽症の段階での早期発見することが大切です。喫煙者の 18％がＣＯＰＤを患い、また肺がんの約

50％がＣＯＰＤを合併しています。	

下記の項目に該当する方は、ＣＯＰＤ検診で早期に発見しましょう。	

□	 タバコを吸っている方(過去の喫煙も含みます)	

□	 同居者が喫煙者の方	

□	 労作時、階段の上り下り、歩行時などに息切れがする	

□	 天候により咳がひどくなる、朝起きて痰がよくからむ	


